




















視点で理解していく傾向が根強い。それに対し、個々のケースが構成する顕在的・潜在的なネットワークに注目し、当時の社会における人・地理・産業等のつながりの存在とそ 役割について解明すること よって、明治大正の時代の移り変わりの中での日本社会・文化・人々 思考や役割 変化とその意味を考えていこうとした がこのプロジェクトの目的であった。
当初の切り口として取り上げたの
は、二〇一四年に世界遺産登録が決定した富岡製糸場とその絹産業遺産群である。富岡製糸場が近代日本の産 化を牽引する役割を果たしたことはつと
に知られているところだが、その設立・開業・経営母体の変遷においては、群馬県という限定された地域や生糸産業のみではなく、様々な人物や産業が関与している。それは、世界遺産の認定をうけた対象が、注目を浴びがちな製糸場そのも だけではなく、それに関連する養蚕農家、伝統から革新技術を享受した教育機関 自然環境を利用した貯蔵庫としての風穴など、どれひとつも欠かせぬ構成要素と 登録さ た いう点 らも明白であろう。この富岡製糸場関連の基礎研究一部は、二〇一四年十一月に行われた日本研究所講演会シリーズ「世界遺産からみる日本」の一環として報告し、学生の理解度を高める一助 した。
その後、富岡製糸場設置主任とし
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